
 

 

 

 

 

 

ジェトロ環
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午後 ２時０５分開会 

○事務局（植田） それでは、まだ全員そろっておられませんが５分過ぎてしまいましたので、

始めさせていただきたいと思います。 
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 しかしながら、ジェトロも中央官庁からの受託事業等で海外相手国の環境社会に負荷を及ぼ

す可能性のあるプログラムにかかわることもあるということから、独立行政法人としての社会

的な責任を自覚をいたしまして、かかるプロジェクトが当該国の環境社会配慮に及ぼす負荷を

回避し、またそれを最小限に抑えるために環境社会配慮ガイドラインの策定作業を開始したい

ということでございます。 

 このたびは、大学あるいはＮＧＯ、民間団体、産業界、政府機関そして政府より各分野にお

きまして、大変な知見とご経験をお持ちの残 にる といたしァしぢぐ皶ァアをいたロｑ略お
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 続きまして、明治大学法科大学院教授の柳憲一郎先生、よろしくお願いします。 

○柳委員 ご紹介いただきました柳でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 法科大学院も、今年初めて法曹を世の中に送り出すということで試験が終わったところです

けれども、幸いにしてといいますか、ジェトロでも大井君がお手伝いしていると思いますが、

私のところで環境法をいろいろ勉強してきた学生だったわけですけれども、環境法という学問

自体は非常に新しい、そういう意味で先端的な学問というふうに言われておりますけれども、

これからそういった環境にかかわる法曹が世の中にたくさん出るというということで、従来の

公害弁護士とは違う環境に対する広い視野を持った学生が出て行くだろうと、そういう人が法
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○松本委員 初めまして、今ご紹介いただきました松本です。 

 メコン・ウォッチというのは、その名のとおり東南アジアのメコン川流域で活動していると

いうことから、この名前があります。「ウォッチ」というのは、そこで行われている開発ある

いは投資が、現地の環境社会に著しく悪い影響が及ぼされないようにモニターをし、政策を提

言していくという活動をしている民間のＮＧＯであります。 

 日本のＯＤＡあるいは輸出事業等々は、やはり欧米と仕組みも違いますし調査部門と実施部

門が分かれている、ＪＩＣＡが調査をし、ＪＢＩＣが融資をする。あるいはジェトロも経済産

業省の受託として調査をし、そこから先どうなるかは神のみぞ知るというような形になってい

ると。一方、世界銀行であるとか、あるいはアジア開発銀行、国際機関の主流は基本的には調

査から実施まで通しで見ている方々がいるという、そういうやり方をしていますので、この日

本独自のやり方をとりあえずは尊重をした上で、上流、下流、どういったガイドラインが必要

なのか、まさに住吉理事がおっしゃったように実態に合った議論ができればというふうに思っ

ております。よろしくお願いいたします。 

○事務局（植田） どうもありがとうございました。 

 続きまして、財団法人地球・人間環境フォーラム、主任研究員の満田夏花様でございますが、

本日は残念ながらご欠席とのご連絡をいただいております。 
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 きょうは、産業環境管理協会参与ということで、それも務めさせていただいているんですが、

私の本来の仕事というのは、筑波にあります産業技術総合研究所に30年ほど勤めておりまして、

２年ほど前になりますけれども定年退職いたしまして、今引き続き、そこで非常勤職員として

働かせていただいています。私の専門は水質の計測ですけれども、いわゆる水圏の環境の保全

ということで、実際の産業排水を中心とした、そういう環境負荷を与える排水などの処理技術

なども一緒にやってきましたし、またあるいはダイオキシンなどが発生しないような燃焼技術

というふうなことも、チームをつくりましてやってきた経験もございますので、何かジェ傅姣Ëゃ

の環協 介 ゃエ峠年インの 定に 吾できれＴないうぴうジ ってなります。よ縮し晦穏
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そういった意味で、私どもはＪＩＣＡのガイドラインのときに議論したような内容で、実務に

即したところで何か私たちもお答えできることがあればと思って今回参加させていただいてお

ります。よろしくお願いいたします。 

○事務局（植田） どうもありがとうございました。 

 続きまして、経済産業省通商政策局通商政策課長でございますが、本日は代理として同課課

長補佐の山田仁様にご出席いただいております。 

○山田課長補佐 山田と申します。本来であれば通商政策課長の方がこの委員会に出席させて
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が出てきますし、それから何といってもＯＥＣＤでございますから、ＣＳＯ（市民社会組織）



だ く 副 委 員 長 を 置 て た だ き た と 思 ま す 。 １ 名 で ご ざ ま す 。 ∵ ら 、 ス ア リ ン グ

コ ッ ィ ー 申 し ま し ょ う 、 ∵ た 格 汗 事 会 、 汗 事 会 と 呼 ば せ て た だ き ま す け

れ も 、 ∵ さ せ て た だ き た と 思 ま す 。 こ 汗 事 会 は 議 題 決 定 し 、 議 事 運 営 を

検 討 す る と い う と で 、 産 業 界 、 Ｎ Ｇ Ｏ 方 ∵ １ 名 、 ∵ て 員 長 、 副 委 員 長 、 こ の ４
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して、昭和33年に国費を投入いたしまして特殊法人の日本貿易振興会を設立したわけでござい

ます。英語名称を「ＪＡＰＡＮ ＥＸＴＥＲＮＡＬ ＴＲＡＤＥ ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯ

Ｎ」、略語をとりまして「ＪＥＴＲＯ」という呼称を発表いたしました。以降、日本貿易振興

会あるいはＪＥＴＲＯという方がご存じの方多いかもしれませんけれども、そういうふうにな

ったわけでございます。 
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した。しかし、輸出が急増して貿易黒字が高まる中で、むしろ輸入に切りかえて長い間輸出促

進から手を引いてきた形でございますけれども、この独立行政法人になりましたときに、改め

てやはり輸出が必要だということで輸出支援を再開した形になっています。今は、大企業は大
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ポジウムを開催しました。またさまざまな共同プロジェクトや客員研究員の受け入れ等も行っ
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事業すべて、関与する意思決定ですね、これはすべて対象ですから、小規模でも対象なんです

よ。ですから、規模の大小にかかわらず、環境配慮に必要と思われるものがあったら、そうい

ったものもご指摘いただきたいと思います。 
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○入江企画部長 ただ、当日随分綿密に見たけれども、それらしいものはどうも思い浮かばな

かったので、ものというよりもむしろパンフレットの中に。 

○村山委員 ええ、パンフレットの中ですね。多分実物はなかったんだと思います。 

○原科委員長 アスベストは重要ですね。実は私も愛知万博の環境アセスにずっとおつき合い

していまして、もう８年ぐらいですか。ずっとやってきまして、最終段階でアスベスト問題が
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方がいいかもしれないと、私もそう思います。その結果を例えばこの委員会に代表して報告し

て、今後こういう点を注意したらどうかという点が指摘されましたと報告し、皆さんに議論を

していただくのも一つの効率的な方法かなと思いますけれども。 

座。もうŸ 、 珊パた。 も何Ÿ 、珊を障障。 

○ イ凛蟻∵ 







－42－ 

○原科委員長 硬直的な労働法。 

○川村委員 そうそう、硬直的な労働法というような話が出てきていますけれども、もちろん

不当な規定というのはよくないでしょうが、例えば労働者の権利だとか労働者に対する社会影

響みたいなものも考えておかないと、将来的にＣＳＲという点で批判を浴びるというようなこ

ともあり得るかと思いますので、そういう視点は一つ要るのかなという気がします。 

○原科委員長 では、あと若干時間がありますので、その環境社会配慮の考え方について少し
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な影響というところもチェックするというのが、ガイドラインの一つの役割かなと思いまして、

そういう意味では予防的というかプリコーショナルですね。そういうようなことで考えた方が

いいかなと思いますけれども、どうでしょうか。 

○松本委員 そこは、やはり委員の中である程度どうかなと。ネガティブチェックという国際

機関ではセーフガード、つまり安全性をガードするという意味でこういうのを使いますけれど

も。 

○原科委員長 セーフガードですね。それから、セーフガードによって、単なるネガティブだ

けじゃなくて、できたらインプルーブメントにつなげたいけれども、セーフガード。 

○松本委員 基本的には―英語ばかりで恐縮ですけれども、ドゥー・モア・グッドというこ

ととドゥー・ノー・ハームという２つのアプローチがあるんですが、基本的にはドゥー・ノ
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○原科委員長 それでは、そういうようなことで考えていきたいと思います。 
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もやはりターゲットをちゃんと決めておかないと、とにかく非常に細かい議論までワーキング

グループが議論してしまいまして、後はその結果をご報告するだけですということだと、ちょ
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の場で環境社会配慮はどうあるべきかということは、次回きちっともう一回確認した方がいい

と思いますが、そういうようなことも考えたいと思います。 

 日程調整を今いたしますか。この場でやっちゃった方がいいですか。 

○事務局（藤崎） ちょっと難しくなっているものですから、メールでご連絡させていただき

ます。それで選択肢幾つか出しまして、この中で皆さん多くの方が集まれるところに持ってい

きたいと思います。 

○原科委員長 月内ということは。 

○事務局（藤崎） 11月の後半になると思います。 




